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「きれいな花が咲いてほしいな！」 
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○ボランティア活動を通して！ 

子供達の自己肯定感、自己有用感を育むことを学校教育の重点に据えて、本年度も取り組んできていま

す。ボランティア手帳の取組は、子供達の生活に深く浸透してきていると感じています。「誰かの役に立

てるように」といった願いをもつことはもちろん、しっかりと行動できる力も備わってきていることが素

敵です。 

登校中に落ちているゴミを拾う、地域の方々に率先してにっこり挨拶を行う、コスモスボランティアに

参加する、お風呂を磨く、皿洗いをする、靴をそろえる、スーパーのカートを正しい位置に直す･･･等、そ

れぞれ子供達の気づきの中で、行動化され、続けて取り組んでくれて

います。 

今年から、50 回達成した子供達は、ボランティア手帳をもって、

校長室に報告に来てくれるようにお願いしました。直接子供達と会話

することで、「お母さんが、にこにこ顔でありがとうっていってくれ

たんだ。」と満面の笑顔で語る子、「恥ずかしいから感想欄には書い

ていないけど、気持ちがすきっとしたんだ。」と本音を語る子など、

ボランティア活動を通して、心の成長を感じることができました。些

細なことの積み重ねでしょうが、続けることで確実に心が豊かになっ

ていくことが実感できます。これもひとえに、ご家庭でのご支援、ご

協力があってのことです。ありがとうございます。今後も誰かの役立ててうれしいという「自己有用感」

から、「自分も他人も大切」と思える子に育てていきたいです。どうぞよろしくお願いします。 

○いよいよ夏休みに！ 

家庭、地域で過ごす、夏休みとなります。自分で計画を立てて、それをやり切ろうと努める中で、主体

性が培われます。稲羽中学校区学校運営協議会を中心に、コミュニティ・スクールの取組として、今年度

の夏休みに、「稲西っ子寺子屋」を試行的に開催します。寺子屋と言えば、江戸時代に地域の中で子供達

が学んだ学習機関です。地域の方が先生となって、子供達の学びを支えていました。子供達も進んで、そ

して楽しく学んでいたことでしょう。そんな寺子屋の風景を今のこの時代に，この地域で創ることができ

たなら、どんなによいでしょうか。 

夏の昼下がり、子供達が自主学習をするとき、この寺子屋を利用してみるのはいかがでしょうか。夏休

みに入った週の２５日、２６日の２日間と夏休み終了直前の 8月２６日、２７日の２日間、あわせて４日

間開催します。学校ではない地域の寺子屋での自主学習。家庭で行うのとは又違った時間。「わからない

ことがあるので、地域先生に聞いて、教えてもらいたい。」「夏の課題で困っているので、相談したい。」

といった願いをもって参加することで、子供達の主体性も育てていくことができるのではと感じます。 

今回、稲羽西福祉センター、稲羽ふれあいセンターの施設の一室を寺子屋として、主として地域の方々

にボランティアを募り、子供達の支えになっていただきたいと思います。地域の方々のボランティア参加、

また、中学生などの先輩方にも参加を依頼しています。保護者の皆様にもボランティア募集の案内をいた

しました。みんなで地域の宝である子供達を見まもり育てるといったスタンスをもち、地域が一丸となれ

たならと思います。地域の学校として、「コミュニティ・スクール」として・・・。 

○西門周辺の改修工事・・・ 

この夏休みの期間中に、西門周辺の改修工事を行っていただきます。桜の切り株を取り除いて整地、舗

装して自動車が通り抜けられるようにするものです。 

ご存知のとおり、本校は、浸水以外の災害時に、体育館等が避難所として開放されます。自動車で避難

される場合は、出入りとも、北門を利用するので、大変混雑し危険な状態が予想されます。学校では、災

害時の児童引き渡し訓練において、通常自動車の通行は認められていない東門から出るなどの対応で安全
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確保にあたってきました。今回の工事により、非常時の自動車通行を北門から西門への一方通行化が実現

します。緊急時の児童引き渡しなど、工事完了後は、西門から出ていただくようになりますので、よろし

くお願いします。今回の工事に伴って、稲西野球スポーツ少年団の皆様には、器具庫等の移動をしていた

だきました。ありがとうございました。 


